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従来技術とその問題点 1

特定の細胞集団の遺伝子発現を調べる方法

レーザーマイクロ
ダイセクション

解像度が低い
（10 細胞以下の分離は難しい）

ソーティング

位置情報が失われる
細胞懸濁時のダメージ



新技術の紹介 2

Photo-isolation chemistry
光照射した領域だけの遺伝子発現が解析できる
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実証データ（１） 3
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組織特異的遺伝子の検出

→光照射した部位に特異的に発現している遺伝子を正確に検出することが可能！



実証データ（２） 4
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マウス胚の各部位における遺伝子発現解析



実証データ（３） 5
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光照射範囲の検証

→光照射範囲が 10μm 程度でも高感度に解析が可能！
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新技術の特長

•高検出感度

数個の細胞から検出できる。

•高解像度

1μm 以下のサイズに照射できる。

•低コスト

Blocker オリゴ DNA があれば誰でもできる。

•高汎用性

RNA-seq 以外のオミクス技術に転化できる。



新技術の適用分野

◎医療分野

病理組織における病巣部特異的な遺伝子

発現解析

◎基礎研究分野

組織における各領域別の特異的遺伝子発

現解析 （特に脳組織）
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求めるパートナー

•キット開発

バーコード化したBlockerオリゴ DNA

ライブラリ合成試薬とのセット販売

•デバイス開発

任意の形の光照射技術および装置

•受託サービス

ライブラリ合成、シーケンス解析



産学連携の経歴
民間企業との共同研究契約

・締結済み：２社、手続き中：２社

委託契約
● 2019–2022 年度

JST さきがけ 「多細胞」

● 2017–2021 年度

JST/NBDC 統合化推進プログラム

● 2017–2021 年度

AMED 老化メカニズムの解明・制御プロジェクト
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